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JA長野厚生連

JA長野厚生連理念 

▲

 JA長野厚生連は、JA綱領のもとに医療活動を通じ、組合員•地域住民のいのちと生きがいのあるくらしを守り、健康で豊かな地域づくりに貢献します。

Autumn

JA長野厚生連

第63回農村医学夏季大学講座  02
当院のやさし医、たのし医、くわし医、
お医者さん  04
こちらナースステーション  06
介護・福祉のひろば  07

旬菜堂  08
健康相談Q&A  09
佐久総合病院看護専門学校だより  10
トピックス  11

第63回農村医学夏季大学講座で「若月賞」を受賞する楢戸健次郎氏













　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と

い
う
言
葉
は
だ
い
ぶ
聞
き
慣
れ

て
き
ま
し
た
が
、「
重
層
的
」

と
い
う
と
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り 「
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
」が
2
0
2
1（
令
和
3
）

年
4
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
は
、
市
町
村
に
お
い

て
、
既
存
の
相
談
支
援
や
地
域

づ
く
り
支
援
の
取
り
組
み
を
活

か
し
、子
ど
も・障
が
い・高
齢・

生
活
困
窮
と
い
っ
た
分
野
別
の

支
援
体
制
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
よ
う
な
地
域
住
民
の
複
雑

化
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
と
は

みんなで考えようプロジェクト　
～大町市で始まった包括的・『重層的』なプロジェクト～

みんなで考えようプロジェクト　
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まる やま けん た

丸山 健太

介 護 ・ 福 祉 の ひ ろ ば

北アルプス医療センターあづみ病院　居宅介護支援事業所  主任介護支援専門員

市
民
参
加
型
の
み
ん
な
で
考
え

よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て

私は現在、要介護認定を受け
た高齢者の支援を行なってい
ます。そういったなかで複雑
化・複合化した、制度の対象
にならないような課題が増え
てきています。このプロジェ
クトに関わらせていただくよ
うになってからは、支援する
側、される側を超えて、今あ
るしくみと、協力すればでき
そうなこと、新たに作った方
がいいことを、みんなで考え
ながら一緒につくっていくこ
とを一生活者としても考える
ようになりました。こういった
取り組みがいろいろな場所で
始まっています。自分の地域
のことは自分たちで住みやす
いように、いろいろな人と繋
がり、広げていく。そんな風
に自分の地域のことを考えて
みてはいかがでしょうか。

重層的なプロジェクト
に参加する意義

に
対
応
す
る
包
括
的
な
支
援

体
制
を
構
築
す
る
た
め「
属
性

を
問
わ
な
い
相
談
支
援
」「
参

加
支
援
」「
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
支
援
」を
一
体
的
に
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　
2
0
2
3
（
令
和
５
）
年
９

月
か
ら
大
町
市
で
は
一
般
市

民
、
医
療
福
祉
介
護
職
が
集

ま
り「
最
期
の
時
ま
で
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
お
お
ま
ち
づ
く

り
」を
テ
ー
マ
に
対
話
を
重
ね

て
い
ま
す
。
参
加
の
ル
ー
ル
は
、

立
派
な
こ
と
を
言
わ
な
く
て
い

い
、
感
じ
た
こ
と
を
素
直
に
、

こ
れ
言
っ
て
い
い
の
か
な
？
を

言
葉
に
す
る
、ま
た
専
門
職
は

一
般
市
民
と
し
て
参
加
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
独
居
高
齢
者
の

在
宅
看
取
り
の
事
例
を
通
し

て
、こ
の
地
域
に
ど
ん
な
資

源
、サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
ら
自

分
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
地
域
に
な
る
か
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。そ

の
な
か
で
融
通
が
利
く
移
動
支

援
、
近
す
ぎ
ず
、
遠
す
ぎ
な
い

レ
ン
タ
ル
で
き
る
青
年
、い
ろ

い
ろ
な
人
に
会
え
て
、お
し
ゃ

べ
り
で
き
て
、
男
性
も
参
加
し

や
す
い
夜
の
集
い
の
場
な
ど
の

ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
て
、そ
れ

を
実
証
実
験
と
し
て
実
施
し
て

き
ま
し
た
。そ
う
い
っ
た
な
か

か
ら
、
市
民
同
士
で
集
い
の
場

を
作
る
と
い
う
動
き
や
、
障
が

い
の
あ
る
方
が
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
買
い
物
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
い
う
し
く
み
な
ど
、
新

た
な
資
源
が
生
ま
れ
て
き
て
い

ま
す
。
次
回
は
市
民
バ
ス
を
活

用
し
、
見
え
て
く
る
移
動
の
課

題
に
つ
い
て
み
ん
な
で
話
し
合

う
予
定
で
す
。

一人になっても大丈夫！！
自分らしく地域で暮らし続けるために

グループワークをしている様子▲
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　今回は本校の特色や学習環境についてご紹介します。
ぜひ、ともに学びませんか！

Saku

佐久総合病院
看護専門学校
佐久総合病院
看護専門学校

佐久総合病院
看看 護 専 門 学 校護 専 門 学 校だより

1.
2.
3.
4.
5.

　 長野県内厚生連病院への完全就職
　 JA長野厚生連奨学金制度で在学中の経済的負担軽減
　 佐久病院グループ施設を中心に、県下最大規模の充実した環境で実習が可能
　 寮や自校給食で学生生活を完全サポート
　 全国平均を上回る高い国家試験の合格率を維持（過去３年の合格率100％）

本校の特色

佐久総合病院看護専門学校のご紹介

◀ 詳しくは
ホームページを
ご覧ください。

8月９月に実施した来場型オープンキャンパスの様子

出願期間：2024（令和6）年　11月28日（木）～12月5日（木）（必着）
2025（令和7）年度　入学試験の概要

　数年前からカリキュラム（教育計画・課程）が変わり、さらに充実した学習環境が整いました。この
カリキュラムでは、地域の人々の暮らしに密着した看護をめざすことを目的として、縦割りの教育から人の
一生を考えたうえで連続的・継続的な看護実践に結び付けられる学習内容としました。また、どの科目も
自主性とコミュニケーション能力向上に繋がる工夫をしています。

❶ 独自のカリキュラム

　パソコンなどを用いて電子教科書使用や学習成果の可視化、教員との対話など通信技術を教育
に活用し、質の向上や教員学生間のコミュニケーションツールとして利用しています。

❷ 一歩進んだ看護教育に関する通信技術活用

　教員が少数の学生に対してきめ細かな指導・教育体制に加え、学年を越えた学生間で仲間を支え合
う体制を確立し、自主性と協調性を育んでいきます。
　学習面だけでなく、生活面での相談など、困ったときにいつでも相談しやすい環境を整えています。

❸ きめ細かな教育実践と万全なサポート体制の構築

学習環境に関する取り組み
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